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HLA分子結合ペプチド
―免疫及び疾患感受性制御をめざして―

佐藤啓介, 小林博也, 片桐 一



総説

ＨＬＡ分子結合ペプチド

ー免疫および疾患感受性制御をめざして一

佐藤啓介・小林簿也。片桐

醜はじめに

肌Ａ分子雄,移植抗原であると共＃こ、生体鯛で技療

牲ペプチドを結合してＴ細麓の分化,潅性化に関わる

免疫制御」分子である，従ってベプチド艇対す尋Ｔ細胞

職免疫膳答挺起因する疾患についてば、ＨＬＡ分子が

疾患感受性の綱体蕊を規定する遺伝的要因となり得

る．これまでに明らかにされてきたＨＬＡと輔関を溝

する疾患の一部では，その総鯛の分子機構がＨＬＡ分

子に対応するベプチドの絃合f溌とＴ綱?胞の活憶化か

ら理解される可能性誤ある．ここでは,ＨＬＡ分子の立

体構造とそこに結合する抗原性ベプチドについて述

べ，次いでＨ1.Ａと樋関する疾患について，患:者Ｔ網

胞を活性化するペプチドを解析した例を紹介した．

Ⅲ，ＨＭの基本的性状

ＨＬＡ分子ば細胞蕊に存在する糖蛋洩質であり，そ

れらの構造および機能上の特徴によりクラス11分子と

クラスⅢ分子に分ルナられる．クラスI分子強細胞蕊貫

通遡鋤Ｈ鎖とβ2-miCr《蕊l(》bulin（β2=ｍ〉がら成り，

これにはＨＬＡ-Ａ，…Ｂ，…Ｃ分子が蕊する．クラス11分

子はiiIii鎖共膜貫通灘のα鎖とβ鎖から成り，これには

肌Ａ一脈，‐ＤＱ，－ＤＰ分子が属する．これらのクラス

ＩおよびII分子の紬胞外側部分臆，分子サイズ約１万

の４綴のドメインに分けられる．クラスＩ分子は引赤

j蹴球，精子，卵母綱胞を除く全身:の宥核細胞に発現さ

れている．穣植片の除去＃こ際し，キラーＴ綴胞〈Ｔｃ）

の標的分子として蕊要な機能を有している．クラスIＩ

表１ＨＬＡ鯵基本的‘雛状
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